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京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業
論
文
題
員

　
　
　
　
　
　
一
昭
和
四
十
八
年
三
月
i

伊宗牧古俳

藤瀬野谷藤

晴　治善邦

夫恵郎幸武哲

岩
騎
万
勘
合

田
中
誠
　
一

岩
本
晴
穂

寺
井
竣
正

岩
熊
幸
男

彙

　
　
　
学

一
ア
カ
ル
ト
『
方
法
序
説
』

カ
ン
ト
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
超
越
論
的
演
繹
に
つ
い
て

純
粋
理
性
の
誤
謬
推
理
に
つ
い
て

デ
カ
ル
ト
の
形
術
上
学

ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
【
象
学
』
の
音
…
識
の
展
闇
…

　
1
絶
対
的
認
識
の
根
拠
付
け
一

自
我
と
存
総

　
f
ー
デ
カ
ル
ト
の
方
法
ー

ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
誓
学

第
四
次
延
長
と
し
て
の
意
識

　
i
サ
ル
ト
ル
の
コ
ギ
ト
に
つ
い
て
ー
ー

『
悲
劇
の
誕
生
』
及
び
其
の
蒋
期
の
遺
稿
に
於
け
る

ニ
ー
チ
ェ
の
認
識
論
に
就
い
て

津
富
ざ
α
Q
δ
鵠
に
於
け
る
神
の
存
在
論
的
証
明
に
つ
い
て

　
一
ぼ
肯
O
旨
σ
q
O
お
と
8
触
轡
鶴
O
を

　
　
　
中
心
と
し
て
一

報

鎌
　
国
　
康

鈴
　
木
　
照

中
　
閥
　
成

爾
洋
哲
学
史

男
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』

　
　
一
純
粋
悟
性
概
念
の
超
越
論
的

　
　
　
　
演
繹
に
つ
い
て
…

男
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
於
け
る
感
覚
と
知
性

文
　
ヘ
ー
ゲ
ル
腕
糟
…
神
現
象
学
』
に
つ
い
て

　
　
f
学
へ
の
行
程
と
し
て
の
学
i

山山仲

田口子

賢義

一久潔

大
中
弥
生
子

勝
見
　
　
　
勉

片
見
冨
士
夫

舟西小吉：丸松

橋村池沢凶多

憲元澄　清

秀延夫潔明勉

『
省
察
』
に
見
る
デ
カ
ル
ト
の
「
疑
い
」
に
つ
い
て

不
死
な
る
魂
と
イ
デ
ア

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
雪
面
の
超
越
論
的
演
算

に
つ
い
て

〈
共
同
性
〉
の
抽
象
過
程

　
一
へ
！
ゲ
ル
に
お
け
る
〈
家
族
〉
か
ら
く
市
民

　
　
　
社
会
〉
へ
の
移
行
ー

バ
ス
カ
ル
に
於
け
る
人
聞
認
識
に
つ
い
て

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
批
判

自
曲
論
に
つ
い
て

改
革
へ
の
意
志
（
ニ
ー
チ
ェ
論
）

ル
ソ
ー
の
社
会
思
想
と
人
閥
概
念
に
つ
い
て

プ
ラ
ト
ン
の
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
』
の
主
題
に
つ
い
て

『
判
断
力
批
判
』
を
読
ん
で

オ
ル
テ
ガ

　
i
個
人
的
生
と
世
界
の
構
造
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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樋
　
ロ

八
　
木

哲
学
研
究
　
第
五
葛
四
十
二
号

　
寛
　
メ
ル
ロ
B
ボ
ン
テ
ィ
の
根
本
思
想
に
つ
い
て

印
三
哲
旧
史

徹

ブ
ラ
フ
マ
ス
ー
ト
ラ
・
シ
ャ
ン
カ
ラ
バ
ア
…
シ
ュ
ヤ
、

第
二
篇
第
一
章
二
一
章
の
研
究

中
国
哲
学
史

成
　
瀬
　
哲
　
生
　
『
筍
子
駈
の
思
想
と
正
名
篇
の
構
造
に
つ
い
て

心

藤野永田偽

島中井中伯

　譲英千康

寛二明秋子

宮
　
田
　
一
　
雄

水
　
島
　
基
　
嘗

沢
見
や
よ
い

塩
坪
い
く
子

高
橋
　
順
　
一

理
　
学

幼
児
に
お
け
る
図
形
の
方
向
認
知

不
安
の
形
成
と
過
去
経
験
と
の
関
連
に
つ
い
て

社
会
心
理
学
に
お
け
る
一
研
究

社
会
心
理
学
に
お
け
る
一
研
究

白
ネ
ズ
ミ
の
選
択
状
況
に
お
け
る
連
続
逆
転
学
習

　
1
一
報
酬
貴
・
報
酬
の
ス
ケ
ジ
ュ
…
ル
、
及
び
過
剰

　
　
　
訓
練
に
関
す
る
一
検
討
i

社
会
心
理
学
に
お
け
る
一
研
究

還
元
祝
に
お
け
る
見
え
の
火
き
さ
と
見
え
の
獲
離
に
関

す
る
扁
実
験

児
竜
の
人
物
画
に
お
け
る
ぴ
。
身
－
ぎ
釦
α
Q
o
の
発
達
と

そ
の
要
因

判
断
と
推
理
の
発
達

言
語
の
心
理
学
的
研
究

広
　
瀬
　
幸
　
雄倫

池
　
上
　
哲
　
司

橋橋柴関

詰刈田
道公

也渉秀夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
ご

　
一
望
本
語
助
詞
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
考
察
！

社
会
交
換
過
程
に
お
け
る
一
三
究

理
　
学

責
任
と
実
移

　
一
≦
露
O
円
両
．
串
§
匹
を
手
懸
り
と
し
て
1

現
代
文
化
に
関
す
る
一
考
察

自
由
の
意
味

H
・
ベ
ル
グ
ソ
ン
に
お
け
る
欄
の
問
題

真
理
と
自
己
へ
の
道

　
i
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
『
反
復
隔
を

　
　
　
出
発
点
と
し
て
一

美
学
葵
衛
史
学

井
　
尻
　
敏
　
謹

上
倉
庸
　
敬

土金遠由寓炭金

生田藤田岡竈春

一千直良郁健康

晴秋孝究子司之
世
紀
末
芸
術
…
に
お
け
る
女
性
象
徴
表
現
に
つ
い
て

エ
チ
エ
ン
ヌ
・
ジ
ル
ソ
ン
の
芸
術
哲
学
に
関
す
る

一
考
空

喜
と
神
的
な
る
も
の

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
晩
㎝
年
の
三
つ
の
ピ
エ
タ
働
ゆ
に
つ
い
て

ボ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
『
詩
と
抽
象
的
思
考
臨

想
像
的
意
識
と
映
像
の
存
在

マ
ヅ
シ
モ
。
カ
ン
ビ
リ
に
つ
い
て

中
世
の
姜
の
思
想

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
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高田内

原中田

正儒隆

興男三

　室
　井
　恭
郎子

中
須
賀
淑
子

溝深長

部沢井

明健

男無始

棚

次

正

和

　臼加大吉横桃
　黒藤西野羅井
　精明正友直泰
宗一子倫博樹道

松
　
丸
　
寿
　
雄

　
　
　
　
彙

ω
鳥
門
窪
房
ヨ
の
意
味

会
　
　
学

「
行
為
理
論
扁
の
検
討

明
治
維
新
の
社
会
心
理
学
的
考
察

ア
ノ
ミ
…
論
の
現
代
的
課
題
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
－
1
特
に
疎
外
論
と
の
関
連
に
お
い
て
！

マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
疎
外
現
象
の

一
考
察

ウ
皿
ー
バ
ー
に
お
け
る
近
代
と
官
僚
制

理
解
社
会
学
論

ウ
ェ
ー
バ
ー
に
お
け
る
〈
社
会
－
個
人
〉
観
の
一
特
色

に
つ
い
て

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
理
念
と
方
法

技
衛
革
新
と
労
働
組
織

「
日
本
型
労
使
関
係
」
の
特
質

家
族
論

P
R
論
（
P
R
の
歓
会
的
機
能
）

現
代
日
本
の
老
人
間
三

教
　
学

人
闘
と
は
何
か

　
…
ー
ベ
ル
グ
ソ
ン
醤
学
を
手
引
き
に
し
て
一
i

ハ
イ
デ
ガ
…
の
『
有
と
塒
』
に
お
け
る
世
界
に
つ
い
て

報

稲

葉

純

子仏

坂松

井永
田

啓秀

子和

藤
　
本
　
広
　
志

　
一
『
有
と
蒔
』
第
一
無
量
三
章
に
即
し
て
i

精
神
構
造
の
二
重
性

ヤ
ス
パ
ー
ス
哲
学
と
終
末
論
と
の
関
連
に
つ
い
て

教
　
学

囚
駄
㌣
冒
冨
ζ
の
ω
餌
蕊
ζ
津
お
よ
び
℃
鋤
鵠

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

あ
そ
び
と
窒

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
哲
学
系
）

　
修
士
課
程
修
了
論
文
題
思

　
　
　
　
　
　
一
昭
和
四
十
八
年
三
月
i

塚
　
本
　
正

徳
　
永
　
宗

周
　
綺
　
文

哲
　
　
　
　
学

明
　
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
歴
史
的
椴
界
の
研
究

　
　
　
i
解
明
と
批
判
の
試
み
i

印
度
哲
学
史

雄
　
黛
讐
◎
鐙
鼠
話
ぴ
冨
く
帥
の
成
立
に
関
す
る
諸
聞
題

西
洋
哲
学
吏

明
　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る
神
と
魂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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村

今中
　
翔

田小梅

中川林

哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
二
号

信
　
孝
　
超
越
論
的
分
析
論
と
有
限
的
認
識

義
　
博
　
回
心
の
構
造

純
　
男
　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る
人
間
理
解

　
　
　
　
　
！
『
膏
自
』
第
一
巻
ご
章
・
三
章
を

　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
っ
て
一

誠
　
爾
　
へ
！
ゲ
ル
論
理
学
に
お
け
る
判
断
論

隆
　
雄
　
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
お
け
る
ア
ラ
タ
シ
ア
の
問
題

庸
　
雄
　
超
越
論
的
論
理
学
の
問
題

　
　
　
　
　
…
特
に
カ
ン
ト
を
顯
慮
せ
る
i
f

芝門多

罵田田

光克省

三弘習宗

北
　
野
　
裕
　
通

氷
　
見
　
　
　
潔

芳
　
賀
直
哉仏

佐
々
木
恵
精

辻
村
　
泰
　
彦

プ
ラ
ト
ン
の
中
期
著
作
の
一
考
察

カ
ン
ト
の
原
則
論
に
つ
い
て

M
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
に
お
け
る
「
世
界
と
物
」

教
　
　
学

ヤ
ス
パ
ー
ス
の
誓
学
的
儒
御
に
つ
い
て

絶
対
港
の
臨
規
と
学

　
i
一
神
の
存
在
証
明
と
い
う
観
点
か
ら
す
る

　
　
　
へ
…
ゲ
ル
論
理
学
の
研
究
ー

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
神
学
に
お
け
る
救
済
論
の
聞
題

　
i
聖
霊
論
を
中
心
に
し
て
ー
ー

教
　
学

臨
否
論
に
見
ら
れ
る
中
観
学
派
の
案
践
道

初
期
大
乗
仏
教
に
於
け
る
菩
薩
僑
仰

白三細

崎浦川

顕

成久寛

村帆勝

出苅村
弘周

治猛也基

　
　
　
　
　
　
心

芹
阪
　
直
行

庄
　
司
　
禎

高
取
憲
一

谷
村

覚郎夫

中
　
川
　
恵
　
正

浜
田
欝
美
男

長
　
沢
　
秀
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

　
！
普
門
品
に
み
ら
れ
る
称
名
信
仰
と

　
　
　
観
世
音
菩
薩
1
一

溶
々
の
中
観
思
想

樗
重
質
に
於
け
る
宗
教
経
験
の
心
理
学
的
考
察

後
期
仏
教
論
理
学
派
に
於
け
る
普
遍
の
問
題
に
つ
い
て

　
！
特
に
㎏
姦
瓢
を
中
心
と
し
て
一

督
教
学

ヨ
ナ
書
に
み
ら
れ
る
神
学
的
論
議
に
つ
い
て

ア
レ
ク
サ
ン
ド
夢
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
の
倫
理
思
中
心

カ
ン
ト
の
神
観

理
　
挙

周
辺
視
知
覚
の
研
究

　
一
反
応
隣
組
及
び
手
間
閥
を
中
心
に
i

見
え
の
大
き
さ
と
距
離
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
実
験

短
期
記
憶
に
お
け
る
◎
茜
¢
。
畝
鑓
凱
§

二
歳
児
の
認
知
発
達

　
ー
ー
概
念
形
成
の
問
題
を
中
心
と
し
て
…
一

白
ネ
ズ
ミ
の
弁
溺
学
習
に
お
け
る
逆
転
・
部
分
逆
転

　
学
翠
に
お
よ
ぼ
す
過
剰
訓
練
の
効
果

雪
語
研
究
の
枠
組

　
1
〈
言
薬
の
意
味
〉
へ
の
予
備
考
察
－

系
列
化
操
作
獲
得
過
程
の
研
究



渡
　
辺
　
憧
夫

　
一
手
の
把
握
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
お
け
る

　
　
　
蒔
間
群
性
化
課
題
の
検
討
－

運
動
知
覚
に
お
け
る
「
み
か
け
の
重
な
り
」
の
諸
現
象

社
　
　
会
　
　
学

井
上
万
難
子

高
　
沢
　
淳
　
藩

中
　
島
　
昌
　
弥

現
代
礒
本
の
生
塵
力
至
上
主
義
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る

社
会
問
題
と
そ
の
研
究
に
際
し
て
の
方
法
論

　
！
瀬
芦
内
海
地
域
開
発
の
現
状
と
岡
山
祭

　
　
　
琶
久
郡
牛
窓
町
西
脇
に
お
け
る
産
業
を

　
　
中
心
と
し
た
変
動
－
…

エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
…
ム
に
お
け
る
人
問
の
聞
題

　
…
一
そ
の
教
育
論
の
分
析
を
中
心
に
一

認
識
抵
会
学
の
一
研
究

奨
学
美
術
更
学

稲
次
保
夫
鳥
獣
戯
闘
甲
巻

㎜
林

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
哲
学
系
）

博
士
課
程
単
位
修
得
者
研
究
論
文
要
旨
題
圏

　
　
　
　
　
　
一
…
昭
和
四
十
八
年
三
月
一

彙

暫
　
　
　
学

隆
　
二
つ
の
「
一
」

報

に
つ
い
て
の
試
論

丸
田
高
司
　
「
歴
史
の
説
明
」
に
つ
い
て

西
洋
哲
学
史

山田

本中

耕

平進

和
田
ト
ク
子

ラ
ッ
セ
ル
の
「
要
請
㎏
に
つ
い
て

創
造
と
イ
デ
ア

　
ー
ー
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
U
①
く
¢
『
禅
簿
や

　
　
β
ρ
c
。
－
ー
ー

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
思
想
に
お
け
る
神
の
愛
に
つ
い
て

宗
　
教
　
学

海
老
澤
善
一
　
ヘ
ー
ゲ
ル
誓
学
に
お
け
る
「
学
」
の
概
念

出
　
下
　
秀
　
智
　
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
像

仏
　
教
　
学

肥頼窟

塚富本

　本献

隆宏璽

イ
ン
ド
大
乗
仏
教
に
お
け
る
唯
識
思
想
の
研
究

イ
ン
ド
密
塀
教
研
究
序
一
説

エ
ロ
；
ラ
石
窟
研
鷹
九

基
督
教
学

宮
庄
　
哲
　
夫
　
宗
教
改
革
に
お
け
る
ル
タ
ー
の
社
会
的
関
心
の
展
開

社
　
会
　
学

田
　
口
　
宏
　
昭

専
門
職

　
i
工
ト
ス
と
役
割
繁
張
1

九
五
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八
　
木

岩
城

富
　
島

哲
学
研
究
　
第
五
酉
匹
十
二
号

秀
　
夫
　
組
織
と
導
門
象

　
　
美
学
美
衛
史
学

［
見
　

一
　
ヘ
ー
ゲ
ル
美
学
に
於
け
る
近
代

籍
　
一
　
中
世
初
期
に
お
け
る
倭
絵
の
諸
糊

九
六

次攣目Elj

視
覚
の
生
態
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
灘
崎
祐
一

一
i
心
理
学
的
知
覚
論
へ
の
一
試
考
一

《
芸
術
の
終
焉
》
と
《
芸
術
の
可
能
性
》
…
岩
城
見
一

i
へ
ー
ゲ
ル
美
掌
の
解
釈
に
つ
い
て
一

伝
達
の
可
能
根
拠
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
小
浜
善
信

i
9
ミ
穿
無
。
ミ
漁
×
押
ρ
α
l
i

「
構
造
的
発
展
に
お
け
る
誓
学
」

　
　
と
し
て
の
体
系
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
舩
山
信
一

；
遡
照
哲
学
と
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
の
一
対
立
点
1

次号論文予告

随
眠
と
帰
属
の
理
論
：
：
…
…
…
…
…
…
・
：
出
内
　
得
立

論
評
と
構
築
と
の
あ
ひ
だ
…
…
…
…
…
・
…
・
・
瀬
井
　
　
修

物
理
学
と
宇
露
論
に
お
け
る
最
近
の
試
み
…
佐
藤

　
i
統
一
ゲ
ー
ジ
理
論
と
力
の
三
期
の
相
対
化
…
ー

カ
ン
ト
に
於
け
る
鍛
高
善
の

　
実
践
的
必
然
性
に
関
す
る
一
試
論
…
…
北
岡

文
縫

武
司


